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國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
に
『
新
嘗
祭
』
と
い
う
近
世
の
新
嘗
祭
に
関
す
る
資
料
（
資
料
番
号
：176.2/N

72

、
以
下
「
本
資
料
」）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
料
名
は
表
紙
直
書
の
外
題
か
ら
採
り
、内
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
墨
付
三
十
七
丁
（
半
丁
に
つ
き
概
ね
八
行
、

朱
筆
あ
り
）
の
結
び
綴
で
、
法
量
は
横
二
〇
・
九
㎝
×
縦
三
〇
・
九
㎝
で
あ
る
。
若
干
の
虫
損
等
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
修
補
が
施
さ
れ

て
お
り
、
概
ね
判
読
が
可
能
と
み
て
よ
い
。

　

本
資
料
に
は
、
冒
頭
か
ら
五
丁
表
に
か
け
て
、
彩
色
を
施
し
た
四
点
の
図
が
見
開
き
で
描
か
れ
て
い
る
（
た
だ
し
図
一
の
み
一
丁
半
分
）。

こ
れ
ら
は
「
清
涼
殿
鋪
設
図
」（
一
丁
表
〜
二
丁
表
、
以
下
「
図
一
」）、「
紫
宸
殿
」（
二
丁
裏
〜
三
丁
表
、
以
下
「
図
二
」）、「
神
嘉
殿
」 

（
三
丁
裏
〜
四
丁
表
、
以
下
「
図
三
」）、「
神
嘉
殿
□

（
前
カ
）庭

図
」（
四
丁
裏
〜
五
丁
表
、
以
下
「
図
四
」）
と
い
う
よ
う
に
、
概
ね
新
嘗
祭 
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当
日
の
天
皇
の
動
き
に
沿
っ
た
順
で
、
各
殿
の
設
え
の
様
子
を
平
面
図
で
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
各
図
は
翻
刻
部
分
を
参
照
の
こ
と
）。

　

六
丁
表
か
ら
続
く
本
文
は
、
儀
式
・
場
面
ご
と
の
比
較
的
大
き
な
転
換
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
∴
」
と
い
う
記
号
に
よ
り
概
ね
時
系

列
に
沿
っ
て
記
さ
れ
、
そ
の
前
段
や
間
に
行
わ
れ
る
特
記
す
べ
き
事
項
・
次
第
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
「
・
」
と
い
う
記
号
が
付
さ
れ
て

い
る
（「
∴
」「
・
」
の
記
号
は
全
て
朱
筆
）。

　
「
∴
」
記
号
が
付
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
九
項
目
で
あ
る
。

　

①「
南
殿
之
儀
」（
九
丁
裏
〜
十
二
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
紫
宸
殿
出
御
と
御
輿
乗
御
、
神
嘉
殿
行
幸
に
関
す
る
次
第
（
十
一
丁
裏
〜
十
二
丁
表
に
列
次
の
表
記
あ
り
）

　

②「
中
和
院
之
儀
」（
十
二
丁
裏
〜
十
五
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
神
嘉
殿
出
御
と
御
湯
殿
儀
、
ま
た
神
饌
行
立
の
整
列
な
ど
の
次
第

　

③「
神
饌
之
儀
」（
十
五
丁
裏
〜
二
十
三
丁
表
）

　

＝ 

天
皇
の
御
手
水
儀
・
神
饌
供
進
儀
・
直
会
儀
に
関
す
る
次
第
（「
・
」
の
事
項
が
続
く
。
十
五
丁
裏
〜
十
六
丁
表
に
神
饌
行
立
の
列

次
の
表
記
あ
り
）

　

④「
内
々
入
御
之
間
供
替
之
儀
」（
二
十
三
丁
裏
〜
二
十
六
丁
表
）

　

＝
暁
儀
に
際
し
て
宵
儀
か
ら
供
替
す
る
装
束
・
設
え
等
の
事
項
八
点
（
一
つ
書
き
）
な
ど
（
途
中
、「
・
」
の
事
項
あ
り
）

　

⑤「
還
御
之
儀
」（
二
十
六
丁
裏
〜
三
十
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
紫
宸
殿
還
御
と
清
涼
殿
入
御
に
関
す
る
次
第

　

⑥「
大
殿
祭
之
儀
」（
三
十
一
丁
表
〜
三
十
三
丁
表
）

　

＝
清
涼
殿
・
紫
宸
殿
及
び
承
明
門
な
ど
へ
の
大
殿
祭
の
次
第
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⑦「
留
守
蔵
人
商
量
之
儀
」（
三
十
四
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
入
御
・
出
御
・
還
御
な
ど
に
伴
う
、
留
守
蔵
人
の
行
う
べ
き
事
項
六
点
（
一
つ
書
き
）

　

⑧「
解
斎
御
手
水
・
御
粥
御
装
束
之
儀
」（
三
十
五
丁
表
〜
三
十
六
丁
裏
）

　

＝
解
斎
御
手
水
と
解
斎
御
粥
に
当
た
っ
て
の
、
清
涼
殿
御
手
水
間
の
設
え
に
関
す
る
次
第

　

⑨「
供
進
之
儀
」（
三
十
六
丁
裏
〜
三
十
七
丁
裏
）

　

＝
解
斎
御
粥
の
供
進
に
関
す
る
次
第

　

ま
た
「
・
」
記
号
に
は
、
①「
南
殿
之
儀
」
の
前
に
装
束
類
の
用
意
や
斎
火
・
御
湯
殿
の
鋪
設
に
関
す
る
事
項
七
点
（
六
丁
表
〜
九
丁
表
）、

②「
中
和
院
之
儀
」
内
に
「
公
卿
以
下
起
座
」「
御
湯
殿
儀
」
と
い
う
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
る
次
第
が
上
下
に
並
置
さ
れ
る
形
式
で
二
点 

（
十
四
丁
裏
〜
十
五
丁
表
）、
③「
神
饌
之
儀
」
末
尾
に
「
撤
二
寝
具
一
」「
内
　々

入
御
」（
宵
儀
終
了
後
に
天
皇
が
一
度
内
々
に
入
御 

〈
清
涼
殿
か
〉
し
た
こ
と
が
わ
か
る
）
の
二
点
（
二
十
三
丁
表
）、
④「
供
替
之
儀
」
後
半
部
に
「
内
　々

出
御
」「
先
御
浴
」「
供
二
寝
具
一
」

の
三
点
（
二
十
五
丁
裏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
本
資
料
の
成
立
は
ど
の
時
期
で
あ
ろ
う
か
。
奥
付
な
ど
の
情
報
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
成
立
・
書
写
年
代
や
書

写
者
等
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
時
期
を
推
定
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
冒
頭
掲
載
の
図
三
・
四
や
本
文
中
に
も
描
写
・
記
述
さ
れ
て
い
る
通
り
、
本
資
料
は
神
嘉
殿
で
行
わ
れ
た
新
嘗
祭
の
様
子
を
記
し

て
い
る
。
古
代
か
ら
続
い
た
新
嘗
祭
は
、
後
花
園
天
皇
の
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
を
最
後
に
二
百
二
十
年
以
上
中
断
し
た
。
そ
の
後
、

ま
ず
大
嘗
祭
が
再
興
さ
れ
た
東
山
天
皇
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
翌
年
、
元
禄
元
年
に
「
新
嘗
御
祈
」
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
れ

は
近
世
に
全
国
の
神
職
を
支
配
・
統
括
し
た
吉
田
家
（
平
安
時
代
中
期
以
降
、
神
祇
大
副
を
継
承
し
た
卜
部
氏
の
一
流
）
が
、
邸
内
の
宗

源
殿
と
い
う
場
所
で
行
っ
た
独
自
の
略
儀
的
な
新
嘗
祭
と
い
え
る
。
本
格
的
な
天
皇
出
御
・
親
祭
に
よ
る
新
嘗
祭
は
、
そ
れ
か
ら
五
十
年
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以
上
経
た
桜
町
天
皇
の
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
＝
桜
町
天
皇
に
よ
る
大
嘗
祭
再
々
興
の
翌
々
年
）
に
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る）

1
（

。

　

た
だ
し
、
こ
の
段
階
の
新
嘗
祭
は
、
平
安
時
代
以
来
の
新
嘗
祭
本
来
の
斎
場
で
あ
っ
た
中
和
院
（
大
内
裏
内
で
内
裏
西
側
に
位
置
）
の

正
殿
と
し
て
の
神
嘉
殿
が
な
か
っ
た
た
め
、
内
裏
の
正
殿
で
あ
る
紫
宸
殿
を
「
神
嘉
殿
代�

」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
神
嘉
殿
が
再
建
さ
れ
た

の
は
、
光
格
天
皇
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
で
あ
る
。『
禁
裏
執
次
詰
所
日
記
』（『
光
格
天
皇
実
録
』
所
収
）
に
は
、
神
嘉
殿
再
建
の

過
程
に
つ
い
て
、寛
政
三
年
九
月
二
日）

2
（

に
「
木
造
始
」（
着
工
儀
式
）
と
「
御
地
曳
」（
現
場
の
地
な
ら
し
）、同
十
一
月
三
日）

3
（

に
「
御
上
棟
」

（
棟
上
げ
）、
同
十
二
日）

4
（

に
「
御
造
立
出
来
」（
落
成
）
に
伴
う
「
引
渡
」（
移
管
）
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
造
さ
れ
た
神
嘉
殿
を

斎
場
と
し
た
新
嘗
祭
は
、
同
二
十
日）

5
（

に
行
わ
れ
た
。
即
ち
、
神
嘉
殿
に
お
け
る
新
嘗
祭
の
様
子
を
描
く
本
資
料
の
成
立
が
、
寛
政
三
年
以

降
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

ま
た
、
本
資
料
の
本
文
部
分
に
は
、
計
三
枚
の
貼
紙
（
七
丁
表
・
九
丁
表
・
二
十
五
丁
表
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
目
に
は
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
と
翌
享
和
元
年
、
二
枚
目
に
は
寛
政
十
一
・
十
二
年
と
享
和
元
年
、
三
枚
目
に
は
寛
政
十
一
年
と
い
っ
た
よ
う
に
、

連
続
す
る
三
ヶ
年
の
新
嘗
祭
に
お
け
る
事
例
が
示
し
て
あ
る
。
そ
の
た
め
本
資
料
は
光
格
天
皇
の
御
代
、
享
和
年
間
か
ら
さ
ほ
ど
下
ら
な

い
段
階
で
成
立
も
し
く
は
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
な
お
、
二
枚
目
の
貼
紙
に
は
寛
政
十
一
・
十
二
年
に
御
斎
服
と
御
幘

を
供
進
し
た
「
資
董
朝
臣
」、
同
十
二
年
の
奉
行
を
務
め
た
「
頼
寿
朝
臣
」、
御
湯
殿
奉
仕
を
行
っ
た
同
人
及
び
「
延
光
」
と
い
う
人
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
中
、
具
体
的
な
人
名
が
記
さ
れ
る
の
は
こ
の
三
名
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
弁
官
補
任
』
寛
政
十
一
〜
享
和

元
年
条）

6
（

に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
烏
丸
資
董
（
蔵
人
頭
、〈
寛
政
十
一
〉
右
中
弁
↓〈
同
十
二
〉
左
中
弁
）・
葉
室
頼
寿
（
蔵
人
頭
、〈
寛
政

十
二
〉
左
中
弁
↓
右
大
弁）

7
（

）・
日
野
西
延
光
（
蔵
人
、〈
寛
政
十
二
〉
権
右
中
弁
↓
右
中
弁
）
と
判
明
す
る
。

　

そ
し
て
三
枚
の
貼
紙
に
は
、
い
ず
れ
も
御
湯
殿
奉
仕
に
関
す
る
、
各
年
に
お
け
る
本
文
記
載
事
項
と
の
か
な
り
詳
し
く
細
か
い
相
違
点

（
物
品
の
設
置
場
所
の
異
同
な
ど
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
枚
目
の
貼
紙
に
は
、
神
嘉
殿
西
庇
に
設
け
ら
れ
た
御
湯
殿
の
設
え
に
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つ
い
て
、
寛
政
十
二
年
の
図
（
図
七
参
照
）
の
上
に
享
和
元
年
の
図
（
図
八
参
照
）
を
別
紙
で
貼
り
付
け
る
形
で
、
双
方
の
設
え
の
差
異

を
重
ね
て
比
較
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
る
（
翻
刻
部
分
で
は
活
字
化
の
都
合
上
、
図
七
・
八
を
左
右
に
並
べ
て
掲
示
し
た
）。

　

本
文
中
に
お
け
る
挿
入
図
は
、
同
じ
く
御
湯
殿
図
が
二
点
（
八
丁
裏
〈
図
六
参
照
〉・
二
十
四
丁
裏
〈
図
九
参
照
〉）
と
、
清
涼
殿
西
庇

の
御
手
水
間
の
鋪
設
図
（
三
十
五
丁
裏
〈
図
十
参
照
〉）、
御
手
水
具
配
置
図
（
三
十
六
丁
表
〈
図
十
一
参
照
〉）、
そ
し
て
解
斎
御
粥
の
際

の
御
台
盤
供
進
図
（
三
十
七
丁
裏
〈
図
十
二
参
照
〉）
の
計
五
点
で
あ
る
。
神
事
の
中
核
と
な
る
神
饌
供
進
儀
に
つ
い
て
は
淡
々
と
次
第

が
列
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
文
中
の
朱
筆
箇
所
も
抽
出
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
の
前
段
事
項
七
点
： 
天
皇
の
各
装
束
の
弁
備
に
関
す
る
「
御
内
儀
」（
奥
向
）
と
「
出
納
」（
蔵
人
所
に
置
か
れ
た
官
職
で
、
物
品
の

出
納
役
で
あ
る
と
と
も
に
、
蔵
人
方
の
地
下
官
人
の
催
沙
汰
を
担
っ
た
）
の
別
を
示
す
注
記
（
六
丁
表
〜
七
丁

表
、
七
丁
表
貼
紙
）

　

①
南
殿
之
儀
：
出
御
行
列
に
お
け
る
「
御
服
奉
仕
之
人
」
に
関
す
る
注
記
二
箇
所
（
十
一
丁
裏
〜
十
二
丁
表
）

　

②
中
和
院
之
儀
： 「
供
二
寝
具
一
」「
整
二
神
膳
行
列
一
」「
申
レ
時
」「
称
二
警
蹕
一
」
の
各
次
第
に
お
け
る
、
蔵
人
（
奉
行
）
の
命
令
伝
達
等

の
時
機
に
関
す
る
注
記
四
箇
所
（
十
五
丁
表
）

　

③
神
饌
之
儀
： 「
八
女
（
采
女
）」
の
神
嘉
殿
昇
殿
、
及
び
内
侍
の
「
撤
二
寝
具
一
」
を
、
蔵
人
が
催
す
時
機
に
関
す
る
注
記
二
箇
所 

（
十
七
丁
表
・
二
十
三
丁
表
）

　

④
供
替
之
儀
： 

暁
度
の
神
事
に
お
け
る
、
前
記
「
中
和
院
之
儀
」
と
同
様
の
次
第
に
関
す
る
蔵
人
の
命
令
伝
達
時
機
に
関
す
る
注
記
四

箇
所
（
二
十
五
丁
裏
〜
二
十
六
丁
表
）

　

⑤
還
御
之
儀
以
降
：
な
し

　

つ
ま
り
、
朱
筆
箇
所
は
大
部
分
が
蔵
人
の
担
う
次
第
に
関
す
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
挿
入
図
及
び
貼
紙
に
示
さ
れ
た
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図
の
内
容
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
新
嘗
祭
の
現
場
に
お
い
て
、
蔵
人
が
祭
儀
の
次
第
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
注
の
よ
う
な

性
格
の
も
の
と
し
て
、
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑦「
留
守
蔵
人
商
量
之
儀
」
の
よ
う
な
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い

る
の
も
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
先
に
示
し
た
烏
丸
・
葉
室
・
日
野
西
の
三
人
が
い
ず
れ
も
蔵
人
（
頭
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
鑑
み
る
と
、

本
資
料
の
成
立
・
書
写
に
こ
れ
ら
三
人
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
し
い
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ǽ
ǽ

̝
ᶫ
ї
ᭀ
ૡ
ᢐ
َ
Ɂ
ґ


　

最
後
に
、
本
資
料
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
些
か
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
四
点
の
図
に

つ
い
て
の
み
分
析
（
図
像
解
説
）
を
試
み
る
。

　

こ
れ
ら
は
前
述
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
新
嘗
祭
当
日
の
清
涼
殿
・
紫
宸
殿
・
神
嘉
殿
の
様
子
を
順
に
描
い
て
い
る
。
ま
ず
図
一
は
清
涼

殿
を
描
き
、
東
孫
庇
の
昼
御
座
前
（
東
）
か
ら
南
に
か
け
て
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
御
す
る
際
に
歩
く
た
め
の
筵
道
布
（
有
紋
）
が
敷
か

れ
て
い
る
。
筵
道
は
石
灰
壇
の
前
を
通
っ
て
落
板
敷
の
年
中
行
事
御
障
子
前
で
東
に
折
れ
、
長
橋
を
経
て
紫
宸
殿
に
至
る
。
ま
た
清
涼
殿

西
庇
南
端
の
鬼
間
に
は
円
座
に
「
殿
下
料
、
出
納
小
忌
」
と
注
記
が
あ
り
、
資
料
の
成
立
年
代
が
明
確
で
な
い
た
め
「
殿
下
」
が
誰
か
は

判
別
で
き
な
い
も
の
の
、
御
服
奉
仕
の
近
臣
や
議
奏
公
卿
な
ど
が
着
し
た
出
納
小
忌
（
別
勅
小
忌
と
も
称
す
る
、
神
事
の
際
に
袍
の
上
か

ら
着
用
す
る
上
衣
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
丁
裏
「
出
納
小
忌
分
配
」
の
「
殿
下
一
領
、合
目
摺
、置
二
鬼
間
円
座
上
一、」
と
対
応
す
る
。

な
お
、
鬼
間
が
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
以
来
の
配
置
に
復
し
た
の
は
寛
政
度
内
裏
か
ら
で
あ
り
（
応
永
〜
宝
永
度
は
南
庇
東
端）

8
（

）、
こ
の

こ
と
も
本
資
料
が
寛
政
度
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
の
図
二
は
図
一
の
清
涼
殿
か
ら
繋
が
る
紫
宸
殿
を
描
く
。
清
涼
殿
か
ら
敷
か
れ
た
筵
道
布
は
、紫
宸
殿
北
簀
子
縁
の
西
戸
ま
で
続
き
、
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殿
内
に
は
敷
か
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
母
屋
中
央
の
高
御
座
前
方
に
あ
た
る
南
簀
子
縁
上
に
も
、
御
輿
を
置
く
薦
と
天
皇
が
母
屋
を
出
て

御
輿
に
乗
御
す
る
た
め
に
歩
く
筵
道
が
敷
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
鈴
櫃
や
契
櫃
を
置
く
と
考
え
ら
れ
る
薦
（『
江
家
次
第
』
新
嘗
祭
条 

「
女
官
予
持
二
大
刀
契
櫃
一、
置
二
殿
西
南
縁
一、四
条
記
、
契
櫃
并
鈴
櫃
持
候
如
レ
常
、
但
大
刀
不
レ

候
云
々
、
貞
信
公
口
伝
、
亦
大
刀
不
レ
候
云
々
、

」）
9
（

）
も
階
上
西
側
に
敷
か
れ
た
。
天
皇
は
こ
こ
か
ら
神
嘉
殿
に

行
幸
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
図
は
①「
南
殿
之
儀
」（
九
丁
裏
〜
十
二
丁
表
）
の
記
述
と
対
応
す
る
。

　

続
く
図
三
に
は
、新
嘗
祭
の
中
核
神
事
が
行
わ
れ
る
神
嘉
殿
の
設
え
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
図
と
比
べ
て
注
記
が
多
く
施
さ
れ
て
お
り
、

設
え
の
詳
細
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
五
の
筆
者
翻
刻
図
も
参
照
の
こ
と
）。
ま
ず
神
嘉
殿
南
階
下
に
御
輿
を
寄
せ
る
薦
と
降

輿
の
た
め
の
筵
道
布
が
敷
か
れ
て
い
る
。
図
一
・
二
で
み
ら
れ
た
有
紋
の
筵
道
布
と
異
な
り
、
無
紋
の
白
布
が
敷
か
れ
て
い
る
の
は
、
神

事
が
行
わ
れ
る
神
殿
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
簀
子
縁
に
も
南
庇
に
参
入
す
る
た
め
に
敷
か
れ
た
筵
道
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
階
下
に
は
「
鈴
鑰
櫃
下
敷
薦
」
と
「
契
櫃
下
敷
薦
」
が
敷
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
②「
中
和
院
之
儀
」
十
四
丁
表
の
「
契
櫃
舁
二
居

西
幔
外
砌
上
葉
薦
上
一、
鈴
鑰
櫃
舁
二
居
南
階
西
砌
上
葉
薦
上
一、」（
傍
線
筆
者
）
と
対
応
し
て
い
る
。

　

近
世
再
興
の
神
嘉
殿
（
図
三
・
五
）
に
は
、
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
神
嘉
殿
が

内
裏
西
側
の
中
和
院
の
正
殿
と
し
て
は
建
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
裏
の
築
地
内
、
月
華
門
を
出
た
付
近
に
神
嘉
殿
単
独
で
存
在
し
て
い
る

点
で
あ
る）
10
（

。
清
涼
殿
西
側
に
廊
下
で
連
絡
す
る
公
卿
諸
大
夫
間
（
寛
政
度
造
営
内
裏
以
前
に
公
卿
諸
大
夫
間
と
同
じ
く
接
続
し
て
い
た
殿

上
間
は
、
清
涼
殿
南
庇
に
復
し
て
移
設
）
の
南
に
造
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）
11
（

。
そ
し
て
二
つ
目
は
、
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
の
母
屋

が
南
北
二
間
・
東
西
七
間
（
四
面
庇
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
近
世
神
嘉
殿
の
母
屋
は
南
北
二
間
・
東
西
五
間
（
四
面
庇
）
に
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る）
12
（

。
東
西
の
間
数
が
二
間
減
じ
た
こ
と
で
、
殿
内
各
部
の
用
法
・
設
え
も
異
な
っ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
神
今
食
条
の 

「
中
和
院
神
今
食
御
装
束
、
新
嘗
祭
并
十
二

月
神
今
食
同
、
」）

13
（

に
よ
る
と
、
平
安
時
代
の
神
嘉
殿
は
母
屋
を
東
西
三
区
画
に
分
け
て
、
中
央
三
間
を
神
事
の
場
で

あ
る
「
神
殿
」、
東
側
二
間
を
采
女
や
宮
主
の
候
す
る
「
采
女
候
所
」、
西
側
二
間
を
天
皇
の
控
え
る
「
御
在
所
」
と
し
、
西
庇
に
天
皇
が
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小
忌
御
湯
を
行
う
「
御
湯
殿
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
資
料
の
描
く
近
世
神
嘉
殿
は
、
母
屋
を
東
西
二
区
画
に
分
け
、

東
側
三
間
を
「
神
殿
」、
西
側
二
間
を
「
御
在
所
」
と
し
て
い
る
。「
御
湯
殿
」
が
西
庇
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、 

「
采
女
候
所
」
が
母
屋
か
ら
東
庇
に
出
さ
れ
る
構
造
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
細
か
い
本
図
の
殿
内
装
飾
に
つ
い
て
も
、『
江
家
次
第
』
同
条
の
記
述
を
も
と
に
以
下
に
分
析
し
て
み
る
。

　
　

御
装
物
所
「
北
戸
外
庇
内
敷
二
小
莚
二
枚
一、
為
二
御
装
物
所
一、（
略
）御
装
物
所
、
在
二
庇
第
二

間
一
歟
、
近
代
在
二
第
一
間
一、」

　
　
　

＝
図
で
は
同
条
中
の
「
近
代
」
の
例
と
同
じ
く
、北
庇
西
第
一
間
に
御
装
物
所
（
天
皇
の
更
衣
の
た
め
の
場
所
）
が
設
け
ら
れ
る
。

　
　

御
湯
殿　

 「
西
庇
戸
内
供
二
御
湯
船
・
御
床
子
等
一、
御
床
子
敷
二
小
畳
一、
御
湯
船
、
東
西

妻
、

床
子
二
脚
並
二
立
其
北
一、
東
西

妻
、
件
御
湯
船
無
レ
杓
、

御
湯
船
西
壁
設
レ
樋
、
伝
二
御
槽
一、
樋
口
壁
外
居
レ
斗
、」

　
　
　

＝ 

図
で
も
西
簀
子
に
置
か
れ
た
案
上
の
斗
よ
り
、
樋
を
通
し
て
西
庇
内
の
御
槽
に
御
湯
が
伝
え
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
な
お
、

そ
の
南
に
は
「
御
服
辛
櫃
」
が
置
か
れ
、
六
丁
表
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。

　
　

采
女
座　
「
東
塗
籠
二
間
内
、
敷
二
美
濃
長
筵
三
枚
一、（
略
）
供
奉
采
女
座
、」

　
　
　

＝ 

前
述
の
よ
う
に
、
図
で
は
母
屋
東
二
間
（
東
塗
籠
二
間
）
で
は
な
く
東
庇
内
が
采
女
候
所
と
な
っ
て
い
る
。
三
枚
の
筵
に
そ
れ

ぞ
れ
「
采
女
」「
座
長
」「
筵
三
帖
」
と
記
さ
れ
る
が
、同
条
の
よ
う
に
「
采
女
座
、長
筵
三
帖
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

執
柄
座　
「
執
柄
被
レ
候
二
南
庇
西
第
一
間
一、」

　
　
　

＝
図
で
は
注
記
が
な
い
が
、
同
条
に
よ
り
執
柄
（
摂
関
）
の
座
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　

女
官
座
「
中
央
塗
籠
北
戸
東
西
掖
対
座
、
敷
二
葉
薦
一
為
二
女
官
候
所
一、」

　
　
　

＝
図
で
も
同
条
と
同
じ
く
女
官
座
の
葉
薦
が
対
座
し
て
敷
か
れ
る
。

　
　

白
木
灯
楼　
「
灯
楼
八
本
預
儲
、
供
二
奉
御
在
所
并
神
殿
内
一、
主
殿
寮
供
奉
、
件
白
木
灯
爐
在
二
神
殿
并
御
在
所
四
角
一、」
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＝ 

図
で
は
神
殿
に「
白
木
灯
楼
毎
レ
隅
各
一
」と
注
記
が
あ
る
が
、御
在
所
に
は
灯
楼
は
描
か
れ
ず
灯
台
と
み
ら
れ
る
描
写
が
あ
る
。

な
お
、
神
殿
四
隅
に
「
大
嘗
会
本
文
屏
風
八
帖
」（
各
二
帖
）、
御
在
所
四
隅
と
東
側
を
除
く
壁
下
に
「
大
嘗
会
倭
画
屏
風
七
帖
」

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
嘗
祭
の
際
に
作
製
・
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
恒
例
の
新
嘗
祭
を
行
う
神
嘉
殿
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

最
後
の
図
四
は
、
神
嘉
殿
と
そ
の
付
属
各
舎
の
構
造
・
配
置
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
神
嘉
殿
の
南
側
東
西
に
は
東
舎
と
西
舎
が
向
か

い
合
っ
て
建
ち
、
そ
の
内
側
に
炬
火
屋
と
近
衛
幄
が
建
っ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
同
条
に
よ
る
と
、
東
舎
に
は
「
設
下
供
二
奉
祭
一
大
膳
・

大
炊
等
官
人
并
采
女
座
上、」
と
あ
っ
て
神
饌
行
立
に
関
わ
る
人
々
が
、
西
舎
に
は
「
設
二
小
忌
親
王
以
下
弁
以
上
座
一、」
と
あ
っ
て
公
卿
な

ど
が
候
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
資
料
で
も
同
様
に
東
舎
に
采
女
・
伴
造
以
下
が
候
し
た
こ
と
（
十
三
丁
表
七
行
目
・
二
十
二
丁
裏
五

行
目
な
ど
）、
西
舎
に
公
卿
以
下
が
候
し
た
こ
と
（
十
三
丁
裏
六
行
目
な
ど
）
が
わ
か
る
。
他
に
も
同
条
と
本
図
・
本
文
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
朱
筆
で
描
か
れ
た
幔
、
中
門
代
・
中
和
門
代
や
兵
衛
幄
な
ど
、
お
お
よ
そ
の
描
写
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る）
14
（

。
ま
た
本

図
に
は
、
図
三
（
図
五
）
で
神
嘉
殿
の
北
庇
東
第
三
間
か
ら
北
に
延
び
た
「
仮
廊
下
」
が
、
幔
外
の
殿
舎
に
接
続
し
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
清
涼
殿
西
側
に
連
絡
し
た
「
公
卿
諸
大
夫
間
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
資
料
の
掲
載
図
に
つ
い
て
大
ま
か
な
分
析
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
、
本
資
料
の
翻
刻
・
紹
介
の
み
で
、
諸
本
の
所
在
や
系
統

の
分
析
、
そ
し
て
同
時
代
の
新
嘗
祭
の
次
第
書
・
儀
注
と
の
比
較
・
分
析
、
ま
た
平
安
時
代
〜
中
世
の
新
嘗
祭
次
第
と
の
比
較
な
ど
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
資
料
を
活
用
し
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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ᜲ

　
（
1 
）
近
世
新
嘗
祭
の
再
興
過
程
に
つ
い
て
は
、
阪
本
是
丸
「
近
世
の
新
嘗
祭
と
そ
の
転
換
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
、

平
成
三
年
、
の
ち
同
『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』
平
成
十
九
年
、
弘
文
堂
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
貞
享
・
元
文
度

の
大
嘗
祭
再
興
と
関
連
し
て
、
武
部
敏
夫
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀
要
』
四
、
昭
和
二
十
九
年
、
の
ち

岡
田
精
司
編
『
大
嘗
祭
と
新
嘗
』
昭
和
五
十
四
年
、
学
生
社
）、
同
「
元
文
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研

究
論
集
』
一
〇
、
昭
和
六
十
一
年
、
の
ち
岩
井
忠
熊
・
岡
田
精
司
編
『
天
皇
代
替
り
儀
式
の
歴
史
的
展
開
―
即
位
儀
と
大
嘗
祭
―
』

平
成
元
年
、
柏
書
房
）
も
参
照
し
た
。

　
（
2 

）
宮
内
庁
書
陵
部
編
、
藤
井
譲
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
・
解
説
『
光
格
天
皇
実
録
』
二
（
天
皇
皇
族
実
録
一
二
七
）、
平
成
十
八
年
、

ゆ
ま
に
書
房
、
六
九
九
―
七
〇
〇
頁
。

　
（
3 

）
前
掲
注
2
、
七
〇
七
―
七
〇
八
頁
。

　
（
4 

）
前
掲
注
2
、
七
〇
八
頁
。

　
（
5 

）
前
掲
注
2
、
七
〇
八
―
七
〇
九
頁
。

　
（
6 

）
飯
倉
晴
武
校
訂
『
弁
官
補
任
』
三
、
昭
和
五
十
七
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
六
四
―
六
五
頁
。

　
（
7 

）
黒
板
勝
美
編
『
公
卿
補
任
』
五
（
新
訂
増
補
国
史
大
系 
五
十
七
〈
新
装
版
〉、
平
成
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
寛
政
十
二
年
条

に
は
、「
十
一
月
一
日
斎
火
御
飯
、
陪
膳
頼
寿
朝
臣
。
同
夜
御
禊
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
五
日
於
神
祇
官
代
新
嘗
祭
卜
定
。
十
三
日
新

嘗
祭
行
幸
召
仰
、
上
卿
按
察
大
納
言
、
弁
左
少
弁
明
光
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
同
夜
新
嘗
祭
行
幸
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
十
四
日
解
斎

御
粥
、
陪
膳
資
董
朝
臣
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。」（
一
三
二
頁
）
と
あ
る
。
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（
8 

）
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
〈
新
訂
〉』
昭
和
六
十
二
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
な
ど
参
照
。

　
（
9 
）
神
道
大
系
編
纂
会
編
・
渡
辺
直
彦
校
注
『
江
家
次
第
』（
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
四
、
平
成
三
年
、
神
道
大
系
編
纂
会
） 

四
八
二
頁
。

　
（
10 

）
こ
の
た
め
藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天
皇
』（
天
皇
の
歴
史
6
、
平
成
二
十
三
年
、
講
談
社
）
は
、
古
来
の
中
和
院
正
殿
と
し
て
の

形
式
で
は
な
い
近
世
の
神
嘉
殿
が
、「
神
嘉
殿
代
」
や
「
中
和
院
代
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
五
一
頁
）。

た
だ
し
本
資
料
上
で
は
、「
神
嘉
殿
」「
中
和
院
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
（
11 

）
前
掲
注
8
。

　
（
12 

）
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
「
平
安
時
代
の
神
嘉
殿
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』

三
二
六
、
昭
和
五
十
八
年
の
ち
同
『
神
社
建
築
史
論
―
古
代
王
権
と
祭
祀
―
』
平
成
十
三
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
参
照
。

ま
た
近
世
再
興
の
神
嘉
殿
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
新
嘗
祭
神
嘉
殿
敷
設
図
」（
265
・
447
、
鷹
司
政
煕
写
）
や
東
京
都
立

中
央
図
書
館
木
子
文
庫
蔵
「
内
裏
（
寛
政
度
）
神
嘉
殿
指
図
（
寛
政
11
）」（
木
34
―
1
―
1
、
外
題
「
寛
政
十
一
年
未
二
月
日 

神

嘉
殿
御
修
復
之
絵
図 

木
子
」、
寛
政
十
一
年
）
な
ど
で
も
同
様
の
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
13 

）
前
掲
注
9
、
三
八
三
―
三
八
四
頁
。

　
（
14 

）『
江
家
次
第
』
同
条
か
ら
み
る
中
和
院
内
の
各
殿
・
各
施
設
や
神
嘉
殿
内
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
皇
親
祭
を
と
り
ま
く 

人
々
―
神
今
食
の
祭
祀
構
造
と
場
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
六
―
一
、
平
成
三
十
年
）
で
考
察
と
と
も
に
作
表
及
び
作
図
を
し
て 

お
り
、
本
資
料
に
お
け
る
描
写
と
概
ね
同
様
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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͇
ᜤ

　

本
研
究
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
に
お
け
る
研
究
事
業
「
神
道
祭
祀
・
儀
礼

の
研
究
と
展
示
公
開
」
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　
　
ᶵ
Ѿ

ᶶ

・ 

漢
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

・ 

改
行
や
割
注
な
ど
は
出
来
る
だ
け
原
本
と
近
い
形
に
な
る
よ
う
に
し
、
訓
点
・
読
点
を
適
宜
施
し
た
。
但
し
、
割
注
の
中
で
さ
ら
に
割

注
で
記
さ
れ
た
部
分
に
関
し
て
は
、
活
字
の
都
合
上
、
割
注
と
せ
ず
一
行
の
ま
ま
【 

】
で
囲
み
、
改
行
箇
所
を
／
で
示
し
た
。

・ 

欠
損
箇
所
は
□
で
示
し
、
残
画
や
文
脈
か
ら
推
定
可
能
な
場
合
に
は
右
傍
に
（
）
で
付
し
た
。

・ 

朱
筆
箇
所
は「 

」で
囲
ん
だ
。
但
し
、 
項
目
記
号
と
思
わ
れ
る『
∴
』『・』に
つ
い
て
は
、 

全
て
朱
筆
で
あ
る
た
め「 

」で
囲
ん
で
い
な
い
。

・ 

本
文
中
に
引
か
れ
た
縦
線
・
横
線
な
ど
は
原
本
の
形
式
に
従
い
、
貼
紙
は
囲
み
線
で
示
し
た
。
ま
た
人
名
注
は
右
傍
に
（ 

）
で
記
し
た
。

　
　
ᶵ
ᐊ
ҩ
ᶶ

一
丁
表
〜
二
丁
表　

清
涼
殿
鋪
設
図
（
※
図
一
参
照
）

二
丁
裏
〜
三
丁
表　

紫
□（
宸
殿
）□　

（
※
図
二
参
照
）

三
丁
裏
〜
四
丁
表　

□（
神
）嘉

□（
殿
）（

※
図
三
・
五
参
照
）

四
丁
裏
〜
五
丁
表　

神
□（

嘉
殿
）□

□
（
前
カ
）庭

図
（
※
図
四
参
照
）
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َ ±ǽຏ᧚ᜫَᴥَ˨ϫȟూᴦ

一丁表一丁裏二丁表

َ ²ǽጫ߀ᴥَ˨ϫȟԧᴦ

二丁裏三丁表

「
殿
下
料
」「
出
納
小
忌
」
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َ ´ǽᇘؕҰَ࣍ᴥَ˨ϫȟూᴦ

َ ³ǽᇘؕᴥَ˨ϫȟԧᴦ

四丁表 三丁裏

四丁裏五丁表
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َ µǽᇘؕᴥᐊҩᴦ

（図 3をもとに、上側が西になるよう回転して筆者翻刻。
ただし文字は適宜回転・配置変更し、訓点を施した。）

采
女

座
長

莚
三
帖

白
木
灯
楼
、毎
レ
隅

各 

一

御
服

辛
櫃

御
装
物
所

小
莚
二
枚

女
房
座

葉
薦

宮
主
座

小
莚

仮
廊
下

下
二
格
子 

一

下
二
格
子 

一

同

寝
具

辛
櫃

弘莚九枚

脇戸

女房座葉薦

筵道布

大
嘗
会
本
文
屏
風

八
帖
、毎
レ
隅
各
二
帖

建
レ
之

大
嘗
会
倭
画
屏
風
七
帖
、

毎
レ
隅
各 

一 

帖
及
西
南
北

壁
下
各 

一 

帖

幌

幌

幌

同

同

脇戸

下
二
格
子 

一

上
二
格
子 

一

同

東

同

鈴
鑰
櫃
下
敷
薦

同

同

契
櫃
下
敷
薦
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五
丁
裏
（
空
白
）

・
御
服
韓
櫃
一
合
、
出
レ
自
二
御
内
儀
一
点
検
之
後
、
遣
二
置
神
嘉
殿
西
簀

　

子
妻
戸
下
一、
非
蔵
人

運
送
、
令
三
小
舎
人
・
所
衆
等
守
二
護
之
一、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」斎

服　
　

一
領
、
御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

襲　
　
　

一
領
、
御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

袴　
　
　

一
腰
、

　
　
　
　
　

右
以
二
生
二
幅
袷
絹
一
裏
レ
之
、
盛
二
柳
筥
蓋
一、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」斎
服　
　

一
領
、
御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

襲　
　
　

一
領
、
御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

袴　
　
　

一
腰
、

　
　
　
　
　

右
以
二
生
二
幅
袷
□

（
絹
カ
）一

裏
レ
之
、
盛
二
柳
筥
蓋
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
六
丁
表

　
　
　

天

「
出
納
」

羽
衣　
　

一
襟
、

　
　
　

明

「
御
内
儀
」衣　

　
　

一
襟
、

　
　
　
　
　

右
納
二
柳
筥
一
合
一、
天
羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一、

　
　
　

天

「
出
納
」

羽
衣　
　

一
襟
、

　
　
　

明

「
御
内
儀
」衣　

　
　

一
襟
、
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右
納
二
柳
筥
一
合
一、
天
羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一、

　
　
　

波

「
出
納
」

絹　
　
　

一
枚
、

　
　
　

波

「
出
納
」

絹　
　
　

一
枚
、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」幘　

　
　

一
筋
、　　

納
二
柳
筥
一
居
二
土
高
坏
一、
宵
・
暁
同
物

無
二
供
替
一、　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
六
丁
裏

　
　
　

御

「
御
内
儀
」笏　
　
　

一
枚
、　　

納
レ
袋
盛
二
筥
蓋
一、

　

已
上
納
二
韓
櫃
一
合
一、
奉
行
以
下
蔵
人

点
二
検
之
一、
　

　
　
　

帛

「
御
内
儀
」御
挿
鞋　

一
足
、　　

盛
二
柳
筥
蓋
一、

　
　
　
　

右
取
三
出
自
二
韓
櫃
一、
以
二
出
納
一
下
二
内
竪
一、

　
　
　
　
　

自
余
二
足
同
取
出
、
置
二
申
沙
汰
間
一、

 

」
七
丁
表

（
貼
紙
）
七
丁
表

□（
寛
）政
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
有
二
真　

御
浴
一、　　
　
　

一
「
出
納
」　

天
羽
衣　
　
　
　
　

一
襟
、

　

一　

明
衣　
　
　
　
　
　
　

二
重
、
宵
暁
、　
　
　
　
　　

一
「
御
内
儀
」
　

明
衣　
　
　
　
　
　

一
重
、
二
襟
也
、

　

一　

御
手
拭　
　
　
　
　
　

六
、　
　

同
、　

  　
　
　
　
　　

一
「
同
」　

御
手
拭　
　
　
　
　

三
、

　

一　

御
足
拭　
　
　
　
　
　

二
、　
　

同
、　

  　
　
　
　
　　

一
「
同
」　

御
足
拭　
　
　
　
　

一
、
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一　

檜
杓　
　
　
　
　
　
　

二
柄
、無
二
供
替
一、　　
　
　

 　

右
納
二
柳
筥
一
合
一、
以
二
天
羽
衣
一
為
二
最
上
一、
其
次
明
衣
、

其
次
御
手
巾
、
其
次
御
足
拭
、

居
二
土
高
坏
一、

　

右
之
□（
分
）加
増
、
自
二
御
内
儀
一
出
、

翌
享
和
元
年
十
一
月
十
八
日
同
レ
上
、

　

右
同
断
之
外
、

　

一　

檜
御
湯
桶　
　
　
　
　

一
、
無
レ
台
、

無
二
供
替
一、

　

右
又
加
増
、
同
レ
上
、

・
出
納
小
忌
分
配
、
以
二
奉
行
蔵
人
命
一
預
レ
之
、

　
　
　

殿
下
一
領　
　
　
合
目
摺
、　
　　

置
二
鬼
間
円
座
上
一、

　
　
　

伝
奏
二
領　
　
　
合
目
不
レ
摺
、　
　

置
二
伝
奏
部
屋
一、

　
　
　

議
奏
五
領　
　
　
合
目
不
レ
摺
、　
　

職
事
持
参
附
レ
之
、

　
　
　

職
事
四
領　
　
　
合
目
摺
、　
　　

置
二
申
沙
汰
間
一、

　
　
　

蔵
人
四
領　
　
　
合
目
摺
、　
　　

置
二
東
間
一、

　
　
　

留
主
弁
一
領　
　
合
目
摺
、　
　　

置
二
申
沙
汰
間
一、

　
　
　

御
服
奉
仕
一
領　
合
目
不
レ
摺
、 　

納
二
出
納
韓
櫃
一
副
二
分
配
書
於
一、　　
　
　
　
　
　

 

　

」
七
丁
裏

　
　
　
　

已
上
各
添
レ
筥
、　　
　
　

殿
上
辺
渡
二
出
納
一、
非
蔵
人

運
送
、
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・
召
二
仰
陣
一、
以
二
奉
行
命
一
示
二
両
局
・
出
納
等
一　

蔵
人
一
人
従
行
、
入
夜
差
二
脂
燭
一、

・
供
二
斎
火
御
燈
一、
以
二
奉
行
命
一
仰
二
主
殿
寮
【
佐
伯
】一、
令
レ
供
レ
之
、

御
殿
以
下
掌
燈
不
レ
先
レ
供
二
大
斎
火
一
自
レ
初
供
二
斎
火
一、

以
二
便
宜
一
年
々
多
如
レ
此
、

・
供
二
斎
火
御
湯
一、
以
二
奉
行
命
一
仰
二
主
殿
寮
【
伴
】一、
令
レ
供
レ
之
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
八
丁
表

・
天
羽
衣
・
明
衣
・
波
絹
、
予
供
レ
之
、
供
二
御
湯
一
後
、
蔵
人
設
レ
之
、

　
　
　
天
羽
衣
上
、
明
衣
下
、
納
二
柳
筥
一
合
一
居
二
土
高
坏
一、
置
二
御
湯
殿
小
牀
西
壁
下
一、

波
絹
置
二
御
湯
槽
牀
上
南
東
方
一、
ア
ラ
ハ
ニ
置
レ
之
也
、

宵
・
暁
共
如
レ
此
、

 

」
八
丁
裏

َ ¶ǽᇘؕᛴ຺ॅࣁَᴥኂᐐᐊҩᴦ

波絹

天羽衣上

明衣下
柳
筥

御
湯
殿
南
戸
口
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・
出
御
、
公
卿
弁　

少
納
言　

侍
従　

次
将　

御
服　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

奉
行
催
レ
之
、

　
　
　

両
局
・
出
納　

内
膳
司　

御
厨
子
所　

典
薬　

楽
所
已
上
出
納

令
レ
伝
レ
之
、　

宮
主
以
二
仕
人
一
告
二

内
侍
所
一、

　

蔵
人
催
レ
之
、

　
　
　

命
二
将
監
一
令
レ
舁
二
下
契
櫃
一
事
、

　
　
　

命
二
主
水
司
一
令
レ
供
二
替
御
楾
水
一
事
、

　
　
　

閉
二
南
殿
御
後
東
西
戸
一
事
、
出
御
後
、
直
開
二
西
戸
一、

為
二
采
女
一
路
也
、

　
　
　

三
殿
掌
燈
検
知
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
九
丁
表

（
貼
紙
）
九
丁
表

寛
政
十
一
年
十
一
月
十
三
日
、
御
斎
服
・
御
幘
供
進
、
資（

烏

丸

）

董
朝
臣
也
、
依
二
便
宜
一
宵
・
暁
両
度
共
予
供
二
大
牀
上
一、

同
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
同
断
供
進
同
人
也
、

同
日
、
依
レ
有
二
真
御
浴
一
有
レ
加
二
増
之
一、
其
明
衣
一
襟
固
有
一
襟

為
二
一
重
一、
・
御
手
拭
三
包
二
檀

紙
一、

・
御
足
拭
一
三
幅
四
角
也
、

以
上
各
布
也
、

檜
杓
大
小
二
柄
等
也
、
御
手
拭
・
御
足
拭
、
皆
納
二
柳
筥
中
一、
杓
二
柄
置
二
御
湯
槽
之
北
・
中
牀
之
上
一
也
、
即
如
レ

図
、
且
□（
役
）人
之
料
手
巾
一
、
密
々
置
二
中
牀
下
押
角
之
辺
一、

奉
行
頼（
葉
室
）

寿
朝
臣
、

御
湯
殿
役
同
人
・
延
光
、
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享
和
元
年
十
一
月

十
八
日
、
真
御
浴
与
二

昨
年
一
又
相
違
之
分
、　　
　

一
御
湯
桶
、
加
増
、

四品納二一筥一
最上天羽衣
次明衣一重
御手拭三
次御足拭一

此辺牀下
置二手巾一一

御斎服

御幘

波絹

杓二柄俯置

此間、凡
一尺五寸

柳
筥

َ ·ǽߑԚ̝ࢳᇘؕᛴ຺ॅࣁَᴥኂᐐᐊҩᴦ

ᴥ᪨Ⱦɂَ ¸Ɂ˩ȾͱᏚᴦ   ǽǽǽǽ
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一
御
湯
槽
、
寄
レ
南
、

一
柳
筥
置
所
、

　　
　
　

∴
南
殿
之
儀

近
衛
引
レ
陣
、
中
将
・
少
将
各
一
人
、
左
右
相
対
列
二
立
階
下
一、

将
監
・
将
曹
・
府
生
・
番
長
・
近
衛
代
各
一
人
、
同
列
二
候
其
後
一、

　
　

御
輿
長
群
二
候
御
階
左
右
羽
林
許
一、

　
　

主
殿
官
人
可
レ
執
二
立
明
一
者
、
左
右
各
三
人
候
二
庭
燎
辺
一、

َ ¸ǽ̰֪Ыࢳᇘؕᛴ຺ॅࣁَᴥኂᐐᐊҩᴦ

ᴥ᪨Ⱦɂَ ·Ɂ˨ȾҝጤȺ៶͇ᴦǽ

波絹

此間、凡
七寸五分

御足拭　一
御手巾　一
明衣　　一
天羽衣　一
湯桶

御斎服

御幘
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左
右
将
監
舁
二
立
契
櫃
於
西
階
下
一、

宸
儀
立
二
御
々
帳
前
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
九
丁
裏

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

内
侍
捧
二
剣
璽
一
候
二
左
右
一、

　
　

女
蔵
人
候
二
御
帳
後
一、

　
　

職
事
列
二
南
簀
子
西
方
一、

　
　

東
竪
子
昇
二
西
階
一
候
二
職
事
傍
一、

　
　

采
女
以
下
自
二
北
簀
子
一
経
二
御
後
一
候
二
御
膳
宿
一、

左
右
近
次
将
向
二
日
華
門
一、
引
二
率
御
輿
長
一、　

主
殿
一
人
執
レ
燎
、

□（
安
）二
御
輿
於
日
華
門
橋
前
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
丁
表

□（
上
）臈
次
将
見
二
御
座
ᭊ
一、

公
卿
以
下
列
二
立
南
庭
一、
留
守
弁
在
二
此
列
一、

少
納
言
以
下
立
二
長
楽
門
橋
上
一、

中
務
省
撤
二
尋
常
版
位
一、

ᡚ
二　

御
輿
於
南
階
上
一、
次
将
副
レ
之
留
二
立
級
上
一、

主
殿
執
レ
燎
至
二
階
下
一、

主
殿
官
人
撤
二
御
座
ᭊ
一、
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上
臈
次
将
安
二　

宝
剣
於
御
輿
中
一、

宸
儀
乗
御
、
無
二
警
蹕
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

」
十
丁
裏

上
臈
次
将
賜
二
御
挿
鞋
於
東
竪
子
一、
更
進
安
二　

神
璽
於
御
輿
中
一、

　
　

此
間
采
女
・
縫
司
・
闈
司
等
、
降
二
西
階
一、
蔵
人
一
人
引
導
、

　
　

関
白
帖
二
入
御
裾
一、
降
二
西
階
一
給
、

　
　

東
竪
子
降
二
西
階
一、
授
二
御
挿
鞋
於
内
竪
一、

　
　

職
事
降
二
西
階
一、
内
侍
・
女
蔵
人
扶
持
、

尚
留
二
階
上
一、

　
　

内
侍
・
女
蔵
人
降
二
西
階
一、
五
位
・
六
位
蔵
人

扶
持
、

御
輿　

出
御
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
一
丁
表

立
明　
　
「
御
服
奉
仕
之
人
、
為
二

公
卿
一

則
加
二

此
列
一、」

　
　

公
卿　
　

同　

鈴
鑰
櫃　

主
鈴　

監
物　

少
納
言　

弁　

契
櫃

立
明

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

右
近
衛
府　

近
衛
代　

番
長　
　

府
生　
　

将
曹　
　

将
監

左
近
衛
府　

近
衛
代　

番
長　
　

府
生　
　

将
曹　
　

将
監
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」
十
一
丁
裏

次
将　

立
明　
　
　
　
　
　

立
明　
　

次
将

　
　
　
　
　
　

御
腰
輿　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
白　

東
竪
子

次
将　

立
明　
　
　
　
　
　

立
明　
　

次
将

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

女
官　

職
事　
　

侍
従　
　

御
薬
陪
従　
　

所
衆　

御
厨
子
所
預

　
　
　
「
御
服
奉
仕
之
人
、
為
二　

殿
上
人
一
則
加
二
此
列
一、」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
二
丁
表

　
　

∴
中
和
院
之
儀

　

公
卿
列
二
立
西
炬
火
屋
北
一、
北
上

東
面
、

　

弁
・
少
納
言
及
鈴
契
櫃
留
二
立
幔
門
外
一、
西
方
、

　

次
将
相
対
立
二
階
下
一、
将
監
以
下
候
二
其
後
一、
右
東

左
西
、

ᡚ
二　

御
輿
於
神
嘉
殿
南
階
下
一、
西
方

東
面
、　
御
輿
長
等
退
二
去
幔
外
一、

主
殿
四
人
執
レ
燎
屈
二
候
階
下
一、
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関
白
候
二
御
輿
傍
一
給
、

　
 

　

」
十
二
丁
裏

　

東
竪
子
候
二
東
炬
火
屋
前
一、
内
竪
執
二
御
挿
鞋
一

副
レ
之
、

　

職
事
候
二
東
炬
火
舎
前
一、
入
レ
自
二
掖
門
一、

　

侍
従
・
御
薬
陪
従
・
所
衆
・
御
厨
子
所
預
候
二
便
所
一、
入
レ
自
二
掖
門
一、

　

内
侍
入
二
右
掖
門
代
一
北
行
、
昇
二
西
階
一
経
二
南
廂
一、
入
二
西
隔
殿
南
面
西
戸
一、
五
位
蔵
人

扶
持
、

　

女
蔵
人
経
二
同
路
一
昇
二
同
階
一、
経
二
西
北
簀
子
一
入
二
腋
戸
一
候
二
御
後
一、
六
位
蔵
人

扶
持
、

　

縫
司
一
人
相
従
昇
二
西
北
小
階
一、
経
二
北
簀
子
一
入
二
同
所
一、

　

采
女
十
人
入
二
左
腋
門
代
一
北
行
、
候
二
東
舎
北
一
間
一、
六
位
蔵
人

引
導
、

　

闈
司
一
人
入
二
同
門
代
一
着
二
中
門
内
草
墪
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
三
丁
表

上
臈
次
将
執
二　

宝
剣
一
授
二
内
侍
一、

宸
儀
下
御
、　

入
二
御
西
隔
殿
一、
蔵
人
頭

褰
レ
幌
、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、
東
竪
子

進
レ
之
、

　

関
白
候
二
御
裾
一、

上
臈
次
将
執
二　

神
璽
一
授
二
内
侍
一、
賜
二
御
挿
鞋
一
授
二
東
竪
子
一、

　
　

公
卿
以
下
着
二
西
舎
座
一、
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御
輿
長
等
撤
二　

御
輿
一、
安
二
西
廊
代
一、
諸
大
夫
間
、

西
板
廂
也
、

　
　

次
将
副
二
御
輿
一
退
去
、
将
監
以
下
入
二
幄
屋
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
三
丁
裏

　
　

主
殿
消
レ
燎
退
去
、

　
　

掃
部
撤
二
筵
道
布
一、

　
　

契
櫃
舁
二
居
西
幔
外
砌
上
葉
薦
上
一、

　
　

鈴
鑰
櫃
舁
二
居
南
階
西
砌
上
葉
薦
上
一、

　
　

少
納
言
監
臨
之
後
、
着
二
西
舎
座
一、

　
　

職
事
候
二
殿
西
南
簀
子
一、

　
　

御
服
人
候
二
其
南
辺
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
四
丁
表

・
先
公
卿
以
下
起
レ
座
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　

・
先
御
湯
殿
儀
、

　
　
　
手
水
畢
、
出
二
右
腋
門
一
列
二
立
中
門
外
一、

大
舎
人
叩
レ
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
湯
殿
役
人
候
二
天
気
一、
脱
二
表
衣
一
着
二
今
支
一、

主
殿
寮
【
伴
】
七
度
自
レ
斗
供
二
御
湯
一、

　

次
闈
司
奏
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　　

次
供
二
御
斎
服
一
蔵
人
頭
献
レ
之
、

蔵
人
於
二
御
湯
殿
南
幌
下
一
伝
レ
之
、【
不
レ
下
レ
／
裾
、】　

　
　

次
将
陣
二
階
下
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　　

次
供
二
御
幘
一、

　

次
供
二
神
座
一、
次
将
二
人
昇
レ
殿
開
レ
戸
、

掃
部
三
人
参
二
入
神
殿
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

 　
　　

次
着
二
御
々
服
一、

　
　

先
納
言
執
二
打
掃
筥
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　　

次
供
二
御
手
水
一、
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次
参
議
・
弁
舁
二
坂
枕
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   　
陪
膳
、

益
供
、　

蔵
人
頭
執
二
御
案
一、【
蔵
人
取
伝
／
同
レ
上
、】

五
位
蔵
人
取
二
御
盥
楾
一、

　

　
 

　

」
十
四
丁
裏

　
　

次
少
納
言
・
侍
従
・
外
記
・
史
、
舁
二
短
畳
一、　　

 　
　
　
　

                  

　　　
同
一
人
執
二
御
手
巾
筥
一、

　
　
　

次
侍
従
・
外
記
・
史
・
内
舎
人
・
内
竪
・
大
舎
人
舁
二
長
畳
一、　　
　

益
供
一
人
之
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　

陪
膳
、

益
供
、　
蔵
人
頭
御
盥
楾
居
レ
案
執
レ
之
、

五
位
蔵
人
執
二
御
手
巾
筥
一、

　
　
　
掃
部
供
畢
退
下
、

次
将
閉
レ
戸
下
レ
殿
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

次
供
二
御
笏
一、
蔵
人
頭
献
レ
之
、

蔵
人
取
伝
同
レ
上
、

　

次
供
二
寝
具
一、「
蔵
人
見
二
次
将
閉
レ
戸
下
一レ
殿
、
経
二
殿
東
北
簀
子
一
開
二
而
脇
戸
一、
以
二
縫
司
一
告
下
可
レ
被
レ
供
二
寝
具
一

且
供
畢
可
レ
有
二
案
内
一
由
於
内
侍
上、
閉
レ
戸
直
至
二
東
舎
一、
率
二
時
申
采
女
一
来
二
待
戸
外
一、」

　
　
　

此
間
整
二
神
膳
行
列
一、「
供
二
神
座
一
之
間
、
蔵
人
命
二
内
膳
司
一
催
レ
之
、
但
伴
造
・
采
女
朝
臣
以
下
、
暫

令
レ
躇
二
立
東
階
東
一
可
レ
待
二
案
内
一、
而
参
進
称
二
警
蹕
一
申
含
、」

　

次
申
レ
時
、「
蔵
人
自
二
東
舎
一
引
二
率
采
女
一、
昇
二
殿
東
階
一
至
二
北
簀
子
一、
待
二
脇
戸
外
一
聞
下
供
二
寝
具
一
了
由
上
令
レ
申
レ
之
、
采
女
入
二

脇
戸
一
跪
二
長
押
下
中
央
一
向
レ
南
申
レ
之
、【
其
詞
イ
／
ヒ
ト
ツ
、】
申
了
閉
二
脇
戸
一、
経
二
本
路
一
還
二
入
東
舎
一、【
若
御
笏
示
二
供
進
一、
則
亦
待
二
／
供
進
了
一
可
レ
令
レ
申
レ
之
也
、】」

　

宸
儀
立
二
御
中
戸
外
一、

　

次
称
二
警
蹕
一、「
以
二
奉
行
一
命
二
於
東
階
辺
一、
以
二
内
膳
司
一

告
二
采
女
朝
臣
一
令
レ
称
レ
之
、」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
五
丁
表

　
　
　

∴
神
饌
之
儀



119 國學院大學神道文化学部所蔵『新嘗祭』の解題と翻刻

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伴
造
頸
懸
レ
盆
、

手
執
レ
燎
、　

采
女
朝
臣
執
二
削
木
一、　
　

宮
主
執
二
竹
杖
一、　
　
　

水
取
連
執
二
蝦
鰭

槽
一、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

水
部
執
二
多
志

良
加
一、　

陪
膳
典
水
執
二
御
楊

枝
筥
一、　
　
　

後
取
典
水
執
二
御
手

巾
筥
一、　

陪
膳
采
女
執
二
神

食
薦
一、

　

 

　

」
十
五
丁
裏

後
取
采
女　
　

采
女　
　
　

同　
　
　

同　
　
　

同

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　
　
　

同　
　
　

高
橋
朝
臣　
　
　
　
　

膳
部　
　
　

同

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同
二
人　
　

造
酒
司　

酒
部
二
人　
　

主
水
司
官
人
二
人

神
祇
官
人
二
人
・
宮
内
官
人
二
人
、
立
二
屏
内
一
検
察
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
六
丁
表

先
伴
造
執
レ
燎
進
、
立
二
神
殿
東
階
下
南
方
一、
北
面
、

次
采
女
朝
臣
捧
二
削
木
一
称
二
警
蹕
一、
其
詞
進
レ
食
、

其
声
高
長
、

進
立
二
同
北
方
一、
南
面
、
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次
宮
主
昇
二
同
階
一
入
レ
自
二
南
廂
東
戸
一、
候
二
東
隔
殿
座
一、
小
筵
、

坤
面
、

次
水
取
連
執
二
蝦
鰭
槽
一、
水
部
執
二
多
志
良
加
一、
共
進
昇
二
同
階
一、
候
二
南
廂
東
戸
外
一、
簀
子
敷
、

南
上
西
面
、

次
陪
膳
典
水
執
二
御
楊
枝
筥
一、
後
取
典
水
執
二
御
手
巾
筥
一、
共
進
昇
二
同
階
一、
入
二
南
廂
東
戸
一、
東
面
相
跪
、
陪
膳
南
、

後
取
北
、

次
供
二
蝦
鰭
槽
一、
典
水
二
人
所
レ
執
筥
、
暫
預
二
水
取
連
一
舁
レ
之
、【
水
取
連
／
授
レ
之
、】
自
二
東
隔
殿
一
入
二
神
殿

東
戸
一、
陪
膳
入
二
幌
内
一
留
候
、
後
取
不
レ
入
二
幌
内
一
本
路
退
出
、
居
二
南
廂
東
戸
内
一、

次
供
二
御
楊
枝
筥
一、
後
取
執
レ
之
参
進
、【
水
取
連
／
授
レ
之
、】
有
二
神
殿
東
戸
外
一

授
二
陪
膳
一、
々
々
自
二
幌
内
一
授
レ
之
、

　

 

　

」
十
六
丁
裏

次
供
二
御
手
巾
筥
一、
同
レ
上
、

次
供
二
多
志
良
加
一、
同
レ
上
、
水
部

取
レ
之
、

　
　

有
二　

御
手
水
儀
一、
後
取
留
候
二
戸
外
一
待
二　

御
手
水
畢
一、

水
取
連
・
水
部
等
尚
候
二
簀
子
敷
一、

次
撤
二
多
志
良
加
一、
陪
膳
自
二
幌
内
一
授
レ
之
、
後
取
自
二

戸
外
一
取
レ
之
、
持
出
授
二
水
部
一、

次
撤
二
御
手
巾
筥
一、
同
レ
上
、
持
出
預
二
水
取
連
一、

次
撤
二
御
楊
枝
筥
一、
同
レ
上
、

次
撤
二
蝦
鰭
糟
（
槽
カ
）一、
陪
膳
与
二
後
取
一
舁
レ
之
、
出
二
初
所
一

返
二
授
水
取
連
一、

次
陪
膳
・
後
取
等
典
水
各
執
二
所
レ
預
筥
一、水
取
連

授
レ
之
、
入
二
東
隔
殿
一
候
レ
座
、　　
　
　
　
　

 

　

」
十
七
丁
表

次
水
取
連
執
二
蝦
鰭
糟
（
槽
カ
）一、・

水
部
執
二
多
志
良
加
一、
相
共
下
レ
殿
、
去
階
東
三
許
丈
列
立
、
主
水
官
人
以
東
、

西
上
南
面
、

次
宮
主
下
レ
殿
立
二
階
北
一、
采
女
朝
臣
之
東
、

南
面
、
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先
レ
是
、
陪
膳
采
女
以
下
主
水
司
官
人
以
上
、
更
北
行
向
レ
南
列
立
、

次
八
姫
執
レ
物
昇
レ
殿
、「
蔵
人
降
二
東
階
一、
告
二
陪
膳
采
女
一
催
レ
之
、」

先
神
食
薦
、　　
　
陪
膳
采
女
執
レ
之
、
参
進
昇
二
東
階
一、
入
二
南
廂
東
戸
一、

経
二
東
隔
殿
一
入
二
神
殿
東
戸
一、
留
二
候
幌
内
一、

次
御
食
薦
、　　
　
後
取
采
女
執
レ
之
、
参
進
同
レ
上
、

自
二
幌
外
一
授
二
陪
膳
一
留
二
候
其
所
一、

次
御
箸
筥
、　　
　
采
女
執
レ
之
、
参
進
同
レ
上
、

授
二
後
取
一
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
葉
盤
筥
、　　
　
同
レ
上
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
七
丁
裏

次
御
飯
筥
、　　
　
同
レ
上
、

次
鮮
物
筥
、　　
　
同
レ
上
、

次
干
物
筥
、　　
　
同
レ
上
、

次
御
菓
子
筥
、　　
同
レ
上
、
已
上
采
女
授
二
後
取
一
後
、
群
二
候
東
隔
殿
座
一、

次
宮
主
昇
レ
殿
候
二
本
座
一、

次
高
橋
朝
臣
執
二
汁
漬
案
一
昇
二
東
階
一、
参
二
候
南
廂
東
戸
外
一、
簀
子
敷

西
面
、

膳
部

　

二
人
各
執
二
空
盞
一、
参
二
候
同
所
一、
南
上

西
面
、又
二
人
舁
二
御
羹
案
一
参
進
、
安
二
其
傍
一
退
下
、

次
供
二
和
布
汁
漬
一、
高
橋
朝
臣
自
二
戸
外
一
授
レ
之
、
采
女
於
二
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
八
丁
表

次
供
二
蚫
汁
漬
一、　
同
レ
上
、

次
供
二
御
羹
一、　　
陪
膳
盛
二
空
盞
一
授
二
高
橋
朝
臣
一、【
臨
レ
期
於
二
戸
外
一
／
盛
レ
之
、】

高
橋
朝
臣
授
二
采
女
一
同
レ
上
、



122

次
供
二
御
羹
一、　　
同
レ
上
盛
了
、
膳
部
舁
レ
案
退
下
候
二
本
列
一、
高
橋
朝
臣
猶
留
候
、

　
　

有
二　

御
供
進
之
儀
一、

　

此
間
造
酒
司
・
酒
部
等
、
舁
二
酒
器
案
一
昇
二
東
階
一、
参
二
候
南
廂
東
戸
外
一、
簀
子
敷
高

橋
朝
臣
之
北
、

南
上
西
面
、

　

又
有
下
宮
主
搦
二
本
柏
一
之
儀
上、
陪
膳
采
女
至
二
宮
主
代
座
前
一
賜
二
本
柏
一、

宮
主
密
々
出
レ
自
二
懐
中
一
取
換
供
レ
之
、

次
供
二
白神

酒
御
酒
一、
瓶
子
、
造
酒
司
自
二
戸
外
一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
白神

酒
御
酒
一、
瓶
子
、
同
レ
上
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

」
十
八
丁
裏

次
供
二
黒
御
酒
一、
瓶
子
、
同
レ
上
、

次
供
二
黒
御
酒
一、
瓶
子
、
同
レ
上
、

　
　

已
上
瓶
子
四
口
、
於
二
神
殿
一
陪
膳
盛
二
本
柏
一、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　
陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
采
女
一、
々
々

持
出
二
於
初
所
一、
返
二
授
造
酒
司
一、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　
同
レ
上
、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　
同
レ
上
、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　
同
レ
上
、

　

此
間
主
水
司
官
人
二
人
、
舁
二
居
御
粥
案
於
簀
子
敷
一、
高
橋
朝
臣
之
北

居
レ
之
、
官
人
退
下
、　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
十
九
丁
表

次
供
二
米
御
粥
一、　　
高
橋
朝
臣
自
二
□
（
戸
）外

一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
米
御
粥
一、　　
同
レ
上
、
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次
供
二
粟
御
粥
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
粟
御
粥
一、　　
同
レ
上
、

　
　

有
二　

御
供
進
之
儀
一、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　
造
酒
司
於
二
戸
外
一
盛
二
御
盃
一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

」
十
九
丁
裏

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　
同
レ
上
、

次
陪
膳
采
女
出
二
戸
外
一、
閉
二
神
殿
東
戸
一、

次
宮
主
祈
申
、

　

此
間
造
酒
司
酒
部
等
、
舁
レ
案
退
下
、
復
二
本
列
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
丁
表

次
撤
二
粟
御
粥
一、　　
陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
采
女
一、
々
々

持
二
出
於
初
所
一、
授
二
高
橋
朝
臣
一、

次
撤
二
粟
御
粥
一、　　
同
レ
上
、
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次
撤
二
米
御
粥
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
米
御
粥
一、　　
同
レ
上
、

　

已
上
主
水
官
人
参
上
受
レ
之
、
舁
レ
案
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
御
羹
一、　　
　
同
レ
上
、

次
撤
二
御
羹
一、　　
　
同
レ
上
、

　

已
上
膳
部
二
人
舁
レ
案
参
二
上
簀
子
一
受
レ
之
、
退
下
復
二
本
列
一、　　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
二
十
丁
裏

次
撤
二
蚫
汁
漬
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
和
布
汁
漬
一、　
同
レ
上
、

　

已
上
高
橋
朝
臣
受
レ
之
、
執
レ
案
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
御
□（
菓
子
）□
筥
一、　
陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二

采
女
一、
々
々
執
レ
之
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
干
物
筥
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
鮮
物
筥
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
御
飯
筥
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
葉
盤
筥
一、　　
同
レ
上
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
一
丁
表

次
撤
二
御
箸
筥
一、　　
同
レ
上
、

次
撤
二
御
食
薦
一、　　
陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々

執
レ
之
退
下
復
二
本
列
一、
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次
撤
二
神
食
薦
一、　　
陪
膳
執
レ
之
、
退
出

復
二
本
列
一、

　
　
暁
之
度
、
陪
膳
・
後
取
等
、
不
二
直
下
一レ
殿
、
暫
留
二
居
東
隔
殿
一、
待
二　

御
手
水
畢
一、　

入
二
御
西
隔
殿
一
之
期
、
陪
膳

采
女
候
二
西
隔
殿
南
面
西
戸
下
一
【
蔵
人
頭
／
引
二
道
之
一、】
申
二
御
膳
平
供
奉
由
一
畢
、
各
退
下
復
二
本
列
一、【
奏
聞
之
間
、
後
取
／
執
二
神
食
薦
一、】

次
水
取
連
・
水
部
等
、
参
二
上
簀
子
一、
如
二
初
儀
一、

以
下
同
、

次
陪
膳
・
後
取
典
水
、
各
執
レ
筥
出
レ
自
二
東
隔
殿
一、
居
二
戸
内
一、

次
供
二
蝦
鰭
槽
一、

次
供
二
御
楊
枝
筥
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
二
十
一
丁
裏

次
供
二
御
手
巾
筥
一、

次
供
二
多
志
良
加
一、

　
　

有
二　

御
手
水
之
儀
一、

次
撤
二
多
志
良
加
一、

次
撤
二
御
手
巾
筥
一、

次
撤
二
御
楊
枝
筥
一、

次
撤
二
蝦
鰭
槽
一、

次
典
水
二
人
執
レ
筥
下
レ
殿
、
列
二
立
陪
膳
采
女
西
一、
西
上
南
面
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
二
丁
表

次
水
取
連
・
水
部
□
（
等
カ
）、

下
レ
殿
、
列
二
立
陪
膳
典
水
西
一、
西
上
南
面
、

次
宮
主
下
レ
殿
、
立
二
水
取
連
西
一、
采
女
朝
臣

之
東
、
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此
間　

入
二
御
西
隔
殿
一、

　
　

暁
之
度
、
有
二
采
女　

奏
聞
之
儀
一、

次
伴
造
以
下
行
列
、
還
二
入
東
舎
一、

次
内
膳
・
主
水
官
人
各
一
人
、
更
進
出
申
二
夕
御
膳
平
供
由
於
宮
内
丞
一
退
入
、

次
神
祇
・
宮
内
官
人
退
出
、

　

 

」
二
十
二
丁
裏

・
撤
二
寝
具
一、
「
蔵
人
伺
三
定　

入
二
御
西
隔
殿
一、
至
二
北
簀
子
一
開
二
脇
戸
一、

以
二
縫
司
一
告
下
可
レ
被
レ
撤
二
寝
具
一
由
於
内
侍
上、」

　
　
　
　
「
暁
之
度
、
示
下
撤
畢
可
レ
有
二
案
内
一
由
上、
暫
待
二
戸
外
一、

聞
二
撤
畢
由
一、
直
告
二
次
将
昇
レ
殿
開
レ
戸
之
期
一、」

・
□

（
内
カ
）

　々

入
御
、

　
　
　

告
二
西
舎
上
卿
一、

　
　
　

告
二
近
衛
幄
一、

　
　
　

采
女
透
引
、
自
二
東
舎
一
経
二
北
幕
東
二
間
一

昇
二
女
官
階
一、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
二
十
三
丁
表

　
　
　
内
々
入
御
之
間
、

　
　
　

∴
供
替
之
儀
、
以
二
奉
行
命
一
蔵
人
検
二
知
之
一、
御
服

供
替
之
間
、
暫
停
二
諸
司
参
入
一、
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□（
一
）　

脱
御
之
御
斎
服
・
御
襲
・
御
袴
等
、
帖
レ
之
盛
二
柳
筥
蓋
一、
撤
レ
之
納
二
韓
櫃
一、

一　

脱
御
之
天
羽
衣
・
明
衣
・
波
絹
等
、
納
二
柳
筥
一
合
一
居
二
土
高
坏
一、
撤
レ
之
附
二
奉
行
一、

一　

脱
御
之
帛
御
衣
、
在
二
隔
殿
一
更
以
二
柳
筥
蓋
一
盛
レ
之
、
置
二　

御
後
方
一、

一　

御
笏
乍
レ
蓋
・
御
檜
扇
等
、
在
二
隔
殿
一
御
座
上
其
侭
置
也
、

一　

隔
殿
火
爐
一
口
、
授
二
主
殿
寮
伴

一、
改
生
レ
炭
後
、
蔵
人
設
二
本
所
一、

　

 

　

」
二
十
三
丁
裏

一　

隔
殿
燈
台
二
基
、
指
レ
油
召
二
於
主
殿
寮
佐
伯

一、
蔵
人
奉
仕
、

一　

御
湯
殿
御
湯
・
指
油
等
、
諸
司
奉
仕
、
事
訖
設
二　

御
服
事
一、

　
　
　

御
斎
服
・
御
襲
・
御
袴
等
裏
、以
二
生
二
幅

袷
絹
一
包
レ
之
、盛
二
柳
筥
蓋
一
其
上
加
レ
玉
、

　
　
　
　

御
帯
置
二
大
牀
上
御
畳
西
一、
北
方
置
レ
之
、
南
北
妻
也
、

或
御
畳
東
置
レ
之
、

　
　
　

御
幘
納
二
柳
筥
一
居
二
土
高
坏
一、
置
二
大
牀
上
御
畳
西
一、
御
服
之
南
双
二
置
之
一、

【
南
北
／
妻
、】
若
御
服
置
二
御

　
　
　
　
畳
東
一、
則
御
幘
亦
置
二
御
畳
正
面
一
与
二
御
服
一

相
対
、
但
御
幘
無
二
供
替
一
宵
・
暁
同
物
也
、

　
　
　

天
羽
衣
・
明
衣
等
、
納
二
柳
筥
一
合
一、天
羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一
置
二
西
壁
下
一、
同
レ
宵
、

　
　
　

波
絹
置
二
御
湯
槽
牀
上
南
東
方
一
、
同
レ
宵
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
二
十
四
丁
表
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已
上
供
替
蔵
人
奉
仕
、
其
後
一
人
宛
候
レ
之
令
二
守
護
一、

　
　
　
　
　

是
剣
璽
・
御
服
等
被
レ
置
之
間
、
禁
二
諸
司
参
入
一
也
、

一　

命
二
両
局
・
出
納
・
内
膳
司
等

一、
令
三
奉
二
仕
供
替
一、
隔
殿
諸
司
、

不
二
参
入
一、

　

 

　

」
二
十
四
丁
裏

َ ¹ǽᇘؕᛴ຺ॅࣁΖఉَᴥኂᐐᐊҩᴦ

波絹

天羽衣上
明衣下

御服

御幘
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神
饌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
膳
司

　
　
　
　

寝
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
事
官

　
　
　
　

御
湯　
　
御
湯
槽
多
不
二
供
替
一、

唯
自
レ
斗
加
二
入
熱
湯
一、　
　
　　

主
殿
寮

　
　
　
　

火
爐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

指
油　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
殿
寮

　
　
　
　

御
手
水　
流
二
御
盥
水
一、

改
二
御
楾
水
一、

改
二
御
手
巾
一、　
　
　
　
　　

主
水
司

　
　
　
　
南
殿
筵
道
布
単
、

御
輿
下
敷
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

掃
部
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
五
丁
表

（
貼
紙
）
二
十
五
丁
表

寛
政
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
有
二
真
御
浴
一
奉
行
頼（
葉
室
）

寿
朝
臣
、

御
湯
殿
奉
仕
頼
寿
朝
臣
・
延
（
日
野
西
）

光
、

一
御
湯
槽　
　
　
　
　
　

主
水
司　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

天
羽
衣　

一　
　
　
　

出
納
調
進

一
御
湯　
　
　
　
　
　
　

主
殿
寮
伴　
　
　
　

 　
　　
　
　
　
　　

明
衣　
　

一
重　
　
　

御
内
儀

　

右
有
二
供
替
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

御
手
拭　

三
色
檀
紙　

同

一
御
杓
・
手
巾
、
宵
・
暁
同
物
無
二
供
替
一、　　
　
　
　
　
　
　　

御
足
拭　

一　
　
　
　

同

右
之
外
、
御
斎
服
・
御
幘
・
波
絹
等
如
二
連
年
一
設
レ
之
、　　
　
　　

已
上
四
品
、
納
二
柳
筥
一
合
一、
居
二
土
高
坏
一
設
二
例
所
一、

・
内
　々

出
御　
公
卿　

弁　

少
納
言　

侍
従　

次
将　

御
服　
　
　
　
　
　

奉
行
催
レ
之
、

　
　
　

両
局
・
出
納
・
内
膳
司
、
已
上

面
告
、　

楽
人
、
以
二
官
務
或

出
納
一
催
レ
之
、　

蔵
人
催
レ
之
、

　
　
　

宮
主
吉
田
家
侍
二
候
東
舎
辺
一
召
レ
之
伝
告
、
若
不
レ
候
則
以
二

使
部
・
仕
人
等
一
告
レ
之
、
或
命
二
内
膳
司
一
催
レ
之
亦
便
也
、　
　
　
　

蔵
人
催
レ
之
、

⎝⎛
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采
女
至
二
女
官
階
辺
一
待
受
、

経
二
本
路
一
引
二
導
東
舎
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

蔵
人
誘
引
、

・
先
御
浴
、
同
レ
宵
、　
　
　
　
　
　
　
　
・
供
二
寝
具
一、
「
出
二
御
隔
殿
一
後
、
直
催
レ
之
、
暫

待
二
戸
外
一、
聞
二
供
進
畢
由
一
引
導
、」

　

 

　
　

」
二
十
五
丁
裏

次
御
服
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
時
申
采
女
候
二
戸
外
一、
待
二

御
手
水
供
進
畢
一、」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
御
手
水
、
同
レ
宵
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
間
整
二
神
饌
行
列
一、

次
申
レ
時
、「
御
手
水
・
寝
具
、
皆
供
進
畢
、

令
レ
申
レ
之
、
其
儀
如
レ
宵
、【
其
詞
ウ
シ
／
ヒ
ト
ツ
、】」

宸
儀
立
二
御
中
戸
外
一、

次
称
二
警
蹕
一、「
同
レ
宵
、」

　
　

神
饌
次
第
同
レ
宵
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
二
十
六
丁
表

　
　
　

∴
還
御
之
儀
并
催
レ
之
事
、
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御
粥
供
進
之
頃
、

　

両
局
・
出
納
、
催
二
諸
司
一
事
、

同
、

　

闈
司
着
二
草
墪
一
事
、

同
、

　

御
輿
舁
出
安
二
便
所
一
事
、

同
、

　

次
将
・
大
斎
公
卿
・
御
服
等
、
催
レ
之
事
、

御
手
水
之
頃
、

　

西
舎
公
卿
告
二
起
座
一
事
、
闈
司
奏
了
、
南
殿
仮
立
申
含
、

　
　

 

　

」
二
十
六
丁
裏

同
、

　

次
将
引
レ
陣
、

公
卿
以
下
列
二
立
中
門
外
一
後
、
采
女
奏
聞
之
頃
也
、

　

闈
司
奏
、

闈
司
奏
了
、
撤
二
寝
具
一
之
間
也
、

　

公
卿
以
下
進
二
立
南
庭
一、　　

掃
部
官
人
問
レ
之
、

撤
二
寝
具
一
間
、

　

次
将
脱
二
兵
具
一、

撤
二
寝
具
一
後
、

　

次
将
昇
レ
殿
開
レ
戸
、　　
　　

掃
部
官
人
参
二
入
神
殿
一、

　

公
卿
以
下
参
進
撤
二
神
座
一、　

掃
部
官
人
退
下
、

　

次
将
閉
レ
戸
下
レ
殿
、
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掃
部
官
人
敷
二
筵
道
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
七
丁
表

　
　

次
将
向
二
御
□
所
一、

　
　

公
卿
列
二
立
西
炬
火
舎
南
一、

　
　

御
輿
ᡚ
二　

南
階
下
一、
次
将
副
レ
之
、
主
殿
執
レ
燎

東
面
舁
居
、
輿
丁
退
候
、

　
　

将
監
以
下
、
列
二
候
次
将
後
一、

　
　

東
豎
子
候
二
南
階
西
砌
下
一、
内
豎
執
二
御
挿
鞋
一

副
レ
之
、

　
　

鈴
鑰
櫃
・
契
櫃
舁
出
、

此
間
、　

換
二
御
々
服
一、

宸
儀
立
二
御
南
廂
御
階
中
央
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
七
丁
裏

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、

　

内
侍
執
二　

剣
璽
一
立
二
左
右
一、

上
臈
次
将
安
二　

宝
剣
於
御
輿
中
一、

宸
儀
乗
御
、

上
臈
次
将
賜
二
御
挿
鞋
於
東
豎
子
一、
更
進
安
二　

神
璽
於　

御
輿
中
一、

　
　

関
白
帖
二
入
御
裾
一、
着
レ
沓
候
レ
傍
給
、
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内
侍
・
女
蔵
人
、
降
二

□
（
西
カ
）階

一
出
二
右
腋
門
代
一、
□

（
立
カ
）二

□
（
中
カ
）門

代
西
一、
縫
司
相
従
、
五
位
・
□
（
六
）位
蔵
人
、

扶
持
如
レ
初
、

 

」　

二
十
八
丁
表

　
　

采
女
・
闈
司
□
□
□（
立
）二
左
腋
門
代
内
一、
蔵
人
引
導
、

　
　

職
事
候
二
南
庭
一、

　
　

侍
従
・
御
薬
陪
従
以
下
、
候
二
便
所
一、

　
　

弁
・
少
納
言
、
鈴
鑰
櫃
・
契
櫃
等
、
候
二
幔
門
外
一、
西
方
、

御
輿　

出
御
行
列
、
如
レ
初
、

　
　

近
衛
発
レ
歌
、
至
二
月
華
門
外
一
停
レ
之
、

　
　

大
斎
公
卿
名
謁
、
左
次
将
問
レ
之
、

　
　

少
納
言
以
下
、
立
二
長
楽
門
橋
上
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
八
丁
裏

　
　

公
卿
以
下
列
二
立
南
庭
一、
留
守
弁
候
二
此
列
一、

　
　

将
監
以
下
候
二
階
下
一、

　
　

次
将
立
二
階
上
一、

　
　

関
白
昇
二
西
階
一、
候
二
南
簀
子
一
給
、

　
　

内
侍
昇
二
西
階
一、
候
二
御
帳
前
左
右
一、

　
　

女
蔵
人
昇
二
西
階
一、
候
二
御
帳
後
一、

　
　

采
女
以
下
昇
二
西
階
一、
自
二
御
膳
宿
一
経
二
御
後
一、
北
簀
子
等
退
入
、
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職
事
昇
二

□
（
西
カ
）階

一、
□
候
二
南
簀
子
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
九
丁
表

　
　

東
豎
子
□
（
昇
カ
）二

西
□

（
階
カ
）一、

執
二
御
挿
鞋
一
候
二
職
事
傍
一、
献
二
御
挿
鞋
一

後
、
退
下
、

　
　

侍
従
・
御
薬
陪
従
以
下
候
二
西
階
下
一、

ᡚ
二　

御
輿
於
南
階
上
一、
東
面
、
御
輿
長
等
退
候
二
階
下
左
右
一、

上
臈
次
将
執
二　

宝
剣
一
授
二
内
侍
一、

宸
儀
下
御
、　

立
二
御
々
帳
前
一、

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、

上
臈
次
将
執
二　

神
璽
一
授
二
内
侍
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
二
十
九
丁
裏

主
殿
官
人
奉
二
御
座
ᭊ
一、

退
二
御
輿
一
出
二
日
華
門
一、
次
将
副
レ
之
退
出
、　

左
将
一
人
留
二
階
下
一、

小
斎
公
卿
名
謁
、
左
将
問
レ
之
、

入
御
、

公
卿
以
下
退
出
、
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」
三
十
丁
表

三
十
丁
裏
（
空
白
）

　
　
　

∴
大
殿
祭
之
儀
還
御
以
前
、
留
守
弁
・
同

蔵
人
、
相
催
奉
二
仕
之
一、

先
催
二
御
巫
装
束
一、
内
　々

入
二
御
清
涼
殿
一
後
、

以
二
小
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、

次
催
二
中
臣
以
下
参
入
一
内
　々

出
二
御
神
嘉
殿
一
後
、

以
二
小
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、

次
中
臣
以
下
整
列
参
入
、
入
二
日
華
門
一
経
二
明

義
・
仙
華
等
門
一、

　
　

宮
主　

中
臣　

案　
神
部
二
人
舁
レ
之
、

居
二
土
銭
・
米
・
土
筥
一、

　
　

史
生　

忌
□（
部
）　

□
（
案
カ
）
　
居
二
酒
瓶
・
木
綿
・
□
（
等
カ
）筥

一、

□
（
神
カ
）部
□
（
二
人
カ
）
□
舁
レ
之
、

　
　
　

日
華
門
外
行
列
如
レ
此
、　　
　

 

　

」
三
十
一
丁
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

□
□
経
□
□
前　
　　

経
□

　
　

中
臣　

忌
部　

宮
□（
主
）　

史
生　
案案　

日
華
門
内
行
列
如
レ
此
、　

中
臣
・
忌
部
昇
二
南
廊
小
板
敷
一、
列
二
候
東
簀
子
一、
南
第
一
間
北
経
二
以
南
一

西
面
北
上
、
無
二
円
座
一、

宮
主
・
史
生
等
分
二
候
小
板
敷
砌
下
一、
神
部
等
舁
二
居
案
二
脚
於
同
砌
下
一、

御
巫
二
人
列
二
候
忌
部
南
一、
密
々
経
二
廊
下
一
参
上
、

不
レ
経
二
庭
上
一、

⎝⎛
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留
主
弁
・
同
蔵
人
候
二
便
所
一、
各
参
候
之
後
、
弁
告
二
中
臣
一
催
レ
之
、
不
レ
撤
二
筵
道
布
単
一、

不
レ
執
二
脂
燭
一、

先
中
臣
移
二
着
孫
廂
南
一、
北
面

無
レ
座
、

次
御
巫
伝
二
土
銭
筥
於
忌
部
一、
上
臈
御
巫
役
レ
之
、
留
守
弁
引
二
導
之
一、

御
巫
授
レ
筥
後
、
猶
留
二
候
其
所
一、

　

 

　

」
三
十
一
丁
裏

次
忌
部
掛
二
土
銭
一、
留
守
弁
引
二
導
之
一、
忌
部
掛
了
復
レ
座
、

返
二
授
筥
於
御
巫
一、
々
々
返
二
置
案
上
一、

次
御
巫
散
レ
米
、　
　
下
臈
奉
二
仕
之
一、

蔵
人
引
二
導
之
一、

次
御
巫
灑
レ
酒
、　
　
上
臈
奉
二
仕
之
一、

弁
引
二
導
之
一、

次
御
巫
散
二
木
綿
一、
下
臈
奉
二
仕
之
一、

蔵
人
引
二
導
之
一、

　
　
　

先
石
灰
壇　
出
二
入
廂
南
第
二
間
一、

　
　
　

次
夜
御
殿　
経
二
御
帳
後
一、

　
　
　

次
朝
餉
間
、

　
　
　

次
御
湯
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

」
三
十
二
丁
表

　

以
上
毎
レ
間
始
レ
□（

巽
）□（
終
）レ

□（
艮
）、

　
　
　
但
本
儀
、
先
石
灰
壇
、
土
銭
・
散
レ
米
・
灑
レ
酒
・
散
二
木
綿
一
畢
、
次
夜
御
殿
亦
如
レ
此
、
朝
餉
・
御

　
　
　
湯
殿
、
毎
レ
間
皆
如
レ
此
、
此
次
第
可
二
奉
仕
一
也
、
然
以
二
時
移
一
多
略
レ
之
、
其
儀
掛
二
土
銭
一

　
　
　
人
、
先
石
灰
壇
・
夜
御
殿
・
朝
餉
・
御
湯
殿
等
、
一
度
掛
レ
之
畢
、
次
散
レ
米
人
、

　
　
　
亦
石
灰
壇
・
夜
御
殿
・
朝
餉
・
御
湯
殿
等
、
一
度
散
レ
之
畢
、
灑
レ
酒
・
散
二
木
綿
一、

　
　
　
各
如
レ
此
随
二
便
宜
一
也
、
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次
南
殿
、
中
臣
・
忌
部
以
下
、
経
二
仙
花
・
明
義
【
等
】
門
一
昇
二
南
殿
西
階
一、
宮
主
・
史
生
、
分
候
退
下
、

神
部
畢
レ
之
案
於
階
下
、
御
巫
二
人
、
密
々
経
二
長
橋
一
至
二
南
殿
一、
弁
蔵
人
引
二
導
之
一、

中
臣
・
忌
部
列
二
候
母
屋
西
第
二
・
三
間
辺
一、
東
面

無
レ
座
、

御
巫
伝
二
土
銭
筥
於
忌
部
一、
同
レ
前
、

□
（
忌
カ
）部

掛
二
土
銭
一、
同
レ
前
、

　

 

　

」
三
十
二
丁
裏

御
巫
散
レ
米
、　
　
同
レ
前
、

御
巫
灑
レ
酒
、　
　
同
レ
前
、

御
巫
散
二
木
綿
一、
同
レ
前
、

　
　

先
母
屋
中
央
、

　
　

次
御
膳
宿
、

　

以
上
、
毎
レ
間
始
レ
巽
終
レ
艮
、
同
レ
前
、

次
承
明
門
、
御
巫
一
人
降
二
西
階
一
参
向
、
散
二
灑
米
・
酒
一、【
土
銭
・
木
綿
／
無
レ
之
、】
両
儀
経
二
西
廻
廊
一
参
向
、

暗
夜
差
二
脂
燭
一、【
主
殿
官
人
雖
レ
可
レ
差
レ
之
、
依
二　

還
御
以
前
／
事
一
□
□
渡
二
神
祇
官
人
一、
令
二
神
部
差
一レ
之
、】
庭
上
不
レ
及
二
引
導
一、

次
中
臣
以
下
経
二
本
□
□
□
□
、
御
巫
密
々
経
二
廊
下
一

□
□
同
レ
前
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
三
十
三
丁
表

三
十
三
丁
裏
（
空
白
）
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∴
留
守
蔵
人
商
量
之
儀

一　

出
二
御
南
殿
一
後
、
密
々
走
二
向
神
嘉
殿
一、
小
斎
御
灯
以
下
灯
台
・
灯
械
・
掌

　
　

灯
及
火
炉
、
其
外
検
知
之
事
、
女
官
階
昇
降
便
宜
也
、
且
主
殿
寮
指
油
器
、

予
召
二
寄
之
一、
密
々
随
身
亦
有
レ
便
、

　
　
　

留
守
弁
南
庭
之
儀
畢
走
来
、
同
検
知
予
申
合
事
、

一　

内
　々

入
御
以
前
、
清
涼
殿
掌
灯
検
知
之
事
、

一　

内
　々

入
御
以
後
、
以
二
小
舎
人
一
候
二
御
巫
装
束
一
事
、

一　

内
　々

出
御
以
□
、
□
□
弁
相
二
催
大
殿
祭
一
事
、
中
臣
以
下
参
進
之
儀
、

以
二
□
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、　
　
　
　
　
　

 

」
三
十
四
丁
表

一　

還
御
以
前
、
紫
・
清
両
殿
掌
灯
検
知
、
南
殿
密
々
□
（
命
カ
）

主
殿
寮
有
レ
便
、并
可
レ
候
二
東
庭
一
諸
司

　
　

催
レ
之
事
、
御
蔵
脂
燭
、

主
殿
庭
燎
、

一　

行
幸
之
時
、
於
二
月
華
門
内
北
廊
一
拝
レ
之
、
還
御
之
時
、
於
二
月
華
門
外
北

　
　

腋
一
拝
レ
之
、
近
習
・
内
々
・
外
様

番
衆
同
所
、

　

 

　

」
三
十
四
丁
裏
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解
斎
御
手
水
・
御
粥
、

　
　
　

∴
御
装
束
之
儀
還
御
之
後
、
撤
二
莚
道
布
単
一、
自
余
装
束
如
レ
宵
、

但
無
二　

行
幸
一
時
、
下
二
格
子
一、
只
上
二
大
床
子
間
・
鬼
間
【
等
】一、

大
床
子
御
座
前
灯
台
、　

二
基
、
已
下
四
基
南
殿
料
、

撤
来
移
二
設
于
此
一、

蔦
杉
戸
廊
下　

同
、　
　

一
基
、

御
膳
宿　
　
　

同
、　
　

一
基
、

鬼
間
東
南
鳥
居
□
□　
　

二
枚
撤
レ
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
三
十
五
丁
表

同
間
西
南
蔀
下
設
二
御
膳
厨
子
一、

同
間
撤
二
殿
下
円
座
一、

御
手
水
間
、
撤
レ
畳
移
二
立
大
床
子
於
布
障
子
南
一
許
尺
一、
其
南
寄
レ
東
立
二
灯

　

台
一、
押
二
遣
小
障
子
於
朝
餉
御
屏
風
方
一、
其
東
安
二
二
階
棚
一、
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」
三
十
五
丁
裏

　

水
具
主
水
司
調
進
、
錺
設
二
蔦
杉
戸
廊
下
一、
以
二
屏
風
一
囲
レ
之
、

但
御
手
洗
葛
筥
【
等
】、
神
嘉
殿

所
レ

用
同
物
也
、
自
余
物
雖
下

或
以
二

便
宜
一
予
設
上レ
之
、
缶
水
以
二
此
時
一
可
レ

令
二
供
改
一
也
、

　
　

白
木
御
手
洗
一
口
、
無
レ

戸
、

　
　
　

居
二
白
木
机
一、

　
　

白
木
二
階
机
一
脚
、

　
　
　
上
層
敷
二
調
布
一、
其
上
並
二
置
御
手　
　

　
　
　
巾
筥
一
合
葛
・
粉
一
坏
・
匕
一
支
等
一、

南

二階棚

朝餉御座

御調度類如レ常

َ ±°ǽॅਖ਼෩ᩖَᴥኂᐐᐊҩᴦ
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下
層
置
二
藺
履
一
足
一、
無
レ

裏
、

　
　

缶
一
口
・
杓
一
柄
、俯
二
置

缶
上
一、

　
　
　

居
二
白
木
八
脚
机
一、　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
三
十
六
丁
表

黒
漆
御
台
盤
一
脚
□
（
安
カ
）二
御
膳
宿
一、
出
納
調
進
、

主
水
司
具
二
御
膳
辛
櫃
一、
候
二
御
膳
宿
南
西
遣
戸
外
一、

主
殿
司
具
二
手
水
具
一、
候
二
渡
廊
辺
一、

　
　
　

∴
供
進
之
儀
御
手
水
供
進
女
房
沙
汰
也
、

َ ±±ǽਖ਼෩щᝩَ
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先
催
二
采
女
一、
令
レ
舁
二
立
御
台
盤
一、
黒
漆
一
脚
、
御
箸
二
双
居
二
土
器
一、

舁
二
立
鬼
間
正
中
一、
或
安
二
簀
子
一、

職
事
列
二
候
馬
形
障
子
辺
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
三
十
六
丁
裏

□
□
在
二
殿
上
一、
則
益
供
蔵
人
、
自
二
下
戸
外
一
告
二
御
膳
具
由
一、

次
陪
膳
洗
レ
手
、
於
二
高
遣
戸
一
主
殿
司
役
レ
之
、

於
二
貫
首
蔵
人
一
役
レ
之
、

蔵
人
同
レ
之
、

次
舁
二
立
御
台
盤
於
大
床
子
前
一、
陪
膳
益
供
舁
レ
之
、

無
二
警
蹕
一、

次
供
二
御
粥
一、
主
水
司
自
二
御
膳
宿
一
供
レ
之
、
采
女
持
参
於
二
鬼
間
一
授
二
益
供
一、

益
供
持
二
参
陪
膳
許
一、
陪
膳
取
レ
之
居
二
御
台
盤
西
鰭
一、

次
供
二
御
菜
一、
同
レ
上
、

三
種
相
並
居
二
馬
頭
南
一、

次
供
二
御
汁
一、
同
レ
上
、

居
二
御
粥
南
一、

　

已
上
空
盤
三
枚
置
二
御
膳
厨
子
上
一、
采
女
残
二
一
枚
一
撤
二
二
枚
一、

陪
膳
退
着
二
円
座
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

」
三
十
七
丁
表

蔵
人
執
二
台
盤
所
簾
□
一　

奏
二
供
了
由
一、
退
二
候
鬼
間
東
障
子
下
一、

御
手
水
之
儀
畢
、　

出
二
御
大
床
子
御
座
一、
立
二
御
箸
於
粥
上
一、　

入
御
、

次
陪
膳
召
二
男
共
一、
不
レ
仰
二

撤
由
一、

次
撤
二
御
粥
・
御
菜
・
御
汁
一、
益
供
持
二
参
空
盤
一、
陪
膳
一
度
撤
レ
之
、
益
供
持
二
出
於
鬼
間
一

授
二
采
女
一、
々
々
持
二
出
於
御
膳
宿
一
返
二
下
主
水
司
一、

次
撤
二
御
台
盤
一、
陪
膳
・
益
供
舁
レ
之
安
二
本
所
一、

采
女
舁
二
出
御
膳
宿
方
一、

職
事
退
入
脱
二
小
忌
一、
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」
三
十
七
丁
裏

御
台
盤
供
進
之
図

西

َ ±²ǽॅիᄷΖَ̅


